オンライン

第１５号様式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業番号　　　　　　
令和２年度ジュニア育成地域推進事業　事業実施計画変更書

地区体育協会名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主管団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	事　　項
	内　　　　　容

	１　　事業名称
	

	競技名
(競技事業の時に記入)
	

	事業区分
　（１つのみ☑）
	(1)競技事業
□教室　　□大会　　□強化練習　　□指導者養成研修

	
	(2)ネットワーク構築活用事業
□連絡協議会　　□指導者連絡会　　□種目間交流　　□保護者等啓発

	変更
	■既存の計画をオンラインに含む事業へ変更

	２　実施期間（日時）※時間も記入
	

	３　会　　　場
	

	４　参加予定数
※事業区分に応じた参加者対象者数
※述べ人数ではなく実数で記入
	教室･大会･強化練習
	未就学児　 　　名、小学生　 　 名、
中学生 　　　名、高校生 　　名

	
	指導者養成研修･連絡
協議会･指導者連絡会
	指導者・地区ｽﾎﾟｰﾂ関係者　　　  名

	
	種目間交流
	未就学児　 名、小学生　　 　 名、中学生　 　　名、
高校生 　　名、指導者･地区ｽﾎﾟｰﾂ関係者　　　  名

	
	保護者等啓発
	未就学児　 　名、小学生　　 　 名、
中学生　 　　　名、高校生　 　　名、
指導者･地区ｽﾎﾟｰﾂ関係者　　　  名、保護者　　名

	５ 運営予定数
※( )には謝金支
払者数を記入
	指導者・講師　　　名（　　名）、審判員・役員　　　名（　　名）、
著名指導者・特別講師　　　　名（　　名）、医師・看護師　　　名（　　名）
補助指導者・補助役員　　　　名（　　名）、委員　　　名（　　名）

	６　募集方法
	

	７　具体的な事業
内容・事業目的・期待される効果及び変更点
	

	８　備　　考
	その他主催者名（　　　　　　　　　　　　）→　経費負担　□有、□無


※本書は既存事業をオンラインで実施する場合に提出することを想定しています。



 (
この記入例
は
既に
4
月に
事業
計画書を
提出済で、
通常の参集型とオンラインとを併用する場合です。
当該事業に
新たに
著名
講師を招聘し
、スタジオから各受講者の自宅に向け
た
オンライン
配信
教室
を追加すること
を想定しています。
)

第１５号様式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業番号　１　　　　
令和２年度ジュニア育成地域推進事業　事業実施計画変更書（記入例）
[bookmark: _GoBack]地区体育協会名　　●●区体育協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主管団体名　　●●区陸上競技連盟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	事　　項
	内　　　　　容

	１　　事業名称
	ジュニア陸上教室

	競技名
(競技事業の時に記入)
	陸上競技（トラック競技）

	事業区分
　（１つのみ☑）
	(1)競技事業
☑教室　　□大会　　□強化練習　　□指導者養成研修

	
	(2)ネットワーク構築活用事業
□連絡協議会　　□指導者連絡会　　□種目間交流　　□保護者等啓発

	　　　変更
	■既存の計画をオンラインに含む事業へ変更

	２　実施期間（日時）※時間も記入
	令和２年８月～１２月（毎月第２日曜日）　計５回

	３　会　　　場
	●●区陸上競技場、●●駅前レンタルスタジオ、受講者自宅

	４　参加予定数
 (
講師がスタジオをレンタルして教室を配信する場合は追記します。
)※事業区分に応じた参加者対象者数
※述べ人数ではなく実数で記入
	教室･大会･強化練習
	未就学児　 　　名、小学生　 ４０名、
中学生 　　　名、高校生 　　名

	
	指導者養成研修･連絡
協議会･指導者連絡会
	指導者・地区ｽﾎﾟｰﾂ関係者　　　  名

	
	種目間交流
	未就学児　 名、小学生　　 　 名、中学生　 　　名、
高校生 　　名、指導者･地区ｽﾎﾟｰﾂ関係者　　　  名

	
	保護者等啓発
	未就学児　 　名、小学生　　 　 名、
 (
新たに
特別
講師を
追記します。
)中学生　 　　　名、高校生　 　　名、
指導者･地区ｽﾎﾟｰﾂ関係者　　　  名、保護者　　名

	５ 運営予定数
※( )には謝金支
払者数を記入
	指導者・講師　　３名（　３名）、審判員・役員　　　名（　　名）、
著名指導者・特別講師　　　１名（　１名）、医師・看護師　　　名（　　名）
補助指導者・補助役員　　　３名（　３名）、委員　　　名（　　名）

	６　募集方法
	区内の小学校へチラシを配布する。

	７　具体的な事業
内容・事業目的・期待される効果及び変更点
	　正しいフォームで走ることを学び、陸上競技のイロハを習得する。
 (
オンラインによる具体的な変更点を追記しました。
)　また、オンラインにより特別講師を招聘して、家でもできる補強運動教室を実施し、陸上競技の楽しさをより身近に感じてもらう。

	８　備　　考
	その他主催者名（　　　　　　　　　　　　）→　経費負担　□有、□無


※本書は既存事業をオンラインで実施する場合に提出することを想定しています。
